
判
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　JICA 講演会では、独立行政法人国際協力機構（JICA）の概要説明を三澤香織氏が行い、『マーシャル

の地球温暖化問題の実情と対策』の実践例についてパワーポイントを用いて佐藤芳春氏が行った。

　探究活動のテーマ設定に向けてでは、岡本尚也著の「課題研究メソッド　よりよい探究活動のために

」啓林館を用いて、使い方、特に課題・研究テーマの考え方を本校教諭が講義した。その後、クラス単

位で担任が指導した。

　探究基礎講座では、1．データ分析2．ブックミーティング3．科学英文講読を行った。1．のデータ分析は、

数学科教員が指導に当たり、3 人グループそれぞれに、相関があると考えられる 2 つのデータを収集さ

せ相関を調べ、グラフを作成し考察を行った。また、紙データでレポート冊子を作った。2．のブック

ミーティングは司書教諭が指導に当たり、ビブリオバトルを行った。全ての発表が終了した後に「どの

本が一番よみたくなったか？」を基準とした投票を参加者全員で行い、最多票を集めたものを“ チャン

プ本 ”とした。3．の科学英文講読は英語指導助手（ALT）が指導に当たり、「地球温暖化」と「沈殿反

応」について英語による講義を行った。

講義した
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（ESD）
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　中間の段階での探究学習の成果を発表することにより、他者の発表から学び、意見を取り入れること

により、これまでの研究課題を見つめなおすことができる。また、最終発表に向け、修正や変更点を加

えるきっかけにもなり、より良い研究内容になるよう努める意識の育成を図ることができる。

　発表後の質疑応答がとても活発で、今後の探究学習につながるような意見や感想が多くあったとの声

があり、合同発表に向けた良い刺激になったようである。実験した実物を持ってきて見せるなど、発表

方法にも工夫が見られ、「分かりやすく伝える」という意識が高まったように思われる。また、ポスタ

ー作成を行うことで、得た情報を要約したり、分析したものをまとめたり、人目を引くデザインにする

等の知識が深まった。中間発表時以降、様々な点を改善、修正しながら現在探究活動に励んでいるので、

自分では気づかない点に気づく良い機会となったようである。
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　科学教育・研究に携わる専門家の講演を聴くことで、SSH の意義と課題研究を行う目的を理解させ、

探究への意欲を向上させるとともに、大学や社会が求める人材について考えることができる。

　　参加者：高校 2年次理系生徒（78 名）

　　講　師：東北大学大学院生命科学研究科　教授　渡辺正夫 氏　

　　演　題：「（SSH）課題研究を始めるに当たって --- 高校での（SSH），課題研究が大学，大学院での

　　　　　研究につながる。。。---」
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　東京大学大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）の開発した知識構成型ジグソー法の型を使

いながら，生徒は教師に与えられた難題に向かって仲間と協働しながら多様な視点から柔軟に思考し，

対話的で深い学びを目指し授業に臨んでいる。

SSH
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